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学 位 静 文 内 容 の 要 冒

我々は､上部尿路上皮癌の診断のために積極的に腎孟尿管鏡検査を行ってきた｡最近 12年間で

100例以上を経験し､適応を検証したので報告する｡

1997年から2008年までに､上部尿路上皮癌を疑い腎孟尿管鏡検査を受けた 124人 129症例を

対象とし､尿細胞診と画像診断にて 4グループに分類した.OグループA(8例)は尿細胞診､画像

診断共に陽性､グループB(4例)は尿細胞診陽性､画像診断陰性､グループC(55例)は尿細胞診

陰性､画像診断陽性､グループD(62例)は尿細胞診､画像診断とも陰性で､患側尿管ロより肉眼

的血尿を認めたものとした｡

結果､グル-プAは仝例に癌を認め､グループBは小さな癌を 1例と生検にて上皮内癌を3例

認めた｡グループCとDはそれぞれ 33例(60%)､4例(6.5%)に癌を認めた｡

腎孟尿管鏡検査は尿細胞診陰性症例において､上部尿路上皮癌の発見と悪性疾患除外に有用で

あった｡ しかしながら､尿細胞診､画像診断共に陽性症例においては不要と思われた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

著者らは上部尿路上皮癌の診断のため腎孟尿管鏡検査を 12年間で 100例以上施行

した.124人 129症例を対象 とし､尿細胞診と画像診断で 4グループに分類 したC

グループ A (8例)は尿細胞診､画像とも陽性､B (4例)は尿細胞診陽性､画像診

断陰性､C (55例)は尿細胞診陰性､画像診断陽性､D(62例)は両方とも陰性で

尿管口より出血 を認めたものであるC腎孟尿管鏡検査の結果グループ Aは全例に癌

があり､Bは小 さい癌を 1例､上皮内癌を3例認めた｡グループcDはそれぞれ 33

例 (60%)､4例 (6.5%)に癌がみとめられた｡腎孟尿管鏡検査は細胞診､画像診

断とも陽性例では適用する必要はないが､細胞診陰性例において上部尿路癌の発見

と悪性疾患除外症例に有用であったo

実験の目的､手法､結果とその解釈とも適切になされてお り､上部尿路癌に関する

重要な知見を得たものと評価 される｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認卜める｡


